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「総曲輪レガートスクエア」オープン
　旧総曲輪小学校跡地に、地域包括ケア拠点施設等の公
共施設と民間施設との複合施設の「総曲輪レガートスク
エア」がオープンしました。これは、乳幼児から高齢者
まで、地域住民が安心して健やかに生活できる健康まち
づくりを推進するための施設です。

平成29年度一般会計予算
　1544億3907万円を可決！！

　富山市議会3月定例会は、3月2日に開会し、22日までの21日間の会期で開催されました。
　29年度分としては、「平成29年度一般会計予算」など予算案件21件、「富山市事務分掌条例の一
部を改正する条例制定の件」など条例案件26件、「辺地に係る総合整備計画策定の件」などその他の議
決案件4件、「包括外部監査契約締結の件」など追加提出7件、28年度補正予算等分では、「平成28
年度一般会計補正予算」など20件の案件が提出され、いずれも可決しました。

富山市まちなか総合ケアセンター内
　　　　　デイルームダイニングルーム
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　連携中枢都市構想　飛騨・高山と
　県境を越えた連携中枢都市圏構想とは。
　国は、中核市等が中枢都市となり、近隣市町村と
連携し、圏域全体の経済をけん引するとともに、住
民全体の暮らしを支えるという狙いから、手厚い財
政支援措置を講じて、連携中枢都市圏の形成を働き
かけている。
　こうした中、国から直接、富山市を中心とした連
携中枢都市圏の形成について検討をもとめられてお
り、先般、富山地区広域圏事務組合の構成市町村長

ならびに飛騨市および高山市の市長に対し、連携中枢都市圏の形成に向けた打診を行ったところであり、具
体的な取り組みについては、今後、関係市町村と十分協議しながら進めてまいりたい。

　雇用創出へ企業団地　富山西 IC付近で造成
　新たな企業団地造成について、進捗状況と今後の予定は。
　現在、市が管理している企業団地は14か所で合計面積
275㌶であるが、これらの団地は全て入居済みであり、企
業立地に必要な用地が不足している。
　昨年9月に富山西インターチェンジ周辺地区の市街化区
域編入が決定したことから、新たな企業団地造成に係る事
業費の補正予算を昨年計上し、現在、造成面積、土質調査、
既存住宅や樹木等の移転補償費の算定業務を行っていると
ころである。
　29年度は、ただちに地権者との用地交渉に着手すると
ともに、企業団地造成にあたっての区画等の基本設計と工
事費用を算定する実施設計を行い、30年度から造成工事を実施し、32年度には分譲を開始したい。

　市公設地方卸売市場　検討が必要な時期
　今後の富山市公設地方卸売市場のあり方は。
　公設地方卸売市場は、開設から40年以上が経過
し、大規模地震発生時には、倒壊又は崩壊する危険
性が高いとされており、耐震改修が必要である。また、
市場全体の取扱い金額は、平成 3年度の約 500億
円をピークに減少し、ここ数年は250〜 260億円
台で推移している状況である。
　これらの状況を踏まえ、今後の市場のあり方につい
て検討が必要な時期と考えており、既存の躯体を利用
した大規模改修と改築の比較に加え、将来人口や取扱
数量を見据えた市場の規模やレイアウト、ならびに、
運営方法等についても検討を進めてまいりたい。

　6日、自由民主党を代表して登壇し、代表質問を行いました。
　代表質問は、連携中枢都市構想をはじめ、富山市職員の働き方改革と組織改革、公共交通を軸としたコン
パクトなまちづくり、工業振興・観光振興・環境施策、子育て支援の充実、市民病院の経営改善計画、消防
行政、上下水道事業、農政、教育など多岐にわたって質問を行いました。

３月定例会代表質問

今後の検討が必要な富山市公設地方卸売市場

代表質問する柞山議員

代表質問に答える森市長
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　　　　中学３年までの子どもの通院費の窓口負担を無料化
　

　今年 10 月 1 日から、中学 3年までの全
ての子どもの通院費を無料化し、支給方法は、
現物給付とすることになりました。
　医療費助成制度では、利用者が医療機関の
窓口で治療費を支払った後に自治体に助成額
を請求する「償還払い」と、利用者が窓口で
支払わずに直接自治体が支払う「現物給付」
があります。
　市では現在、未就学児童が現物給付、小中

学生が償還払いとなっており、小中学生の場合には、1カ月当たり千円の自己負担としていました。
　現行制度を巡っては、市議会「自由民主党」をはじめとする9つの会派が、市に対して完全無料化
の要望書を提出していました。

トピッ
クス

こども医療費助成事業
現行制度 改正後

対象者 未就学児 小中学生 未就学児 小中学生
一部自己
負担 無 有 無 無

支給方法 現物給付 償還払い 現物給付 現物給付
所得制限 有 有 無 無

　路面電車南北接続後　定時性確保が大きな課題
　南北接続後の乗入れ運行に際し、現時点で挙げられる課題は。
　現時点では、施設の故障や事故発生による運行の遅れなどの
影響が、自社の区間に留まらず相手方の区間にも及ぶことから、
既存の系統を含めた路面電車全体の定時性確保が大きな課題で
ある。
　また、軌道法により運転士の交代が必要であり、運転士の増
員やその効率的な運用などが課題となる。さらには、わかりや
すく使いやすいダイヤや運賃体系の設定、それに伴う ICカード
システムの改修なども課題である。

　ワーク・ライフ・バランスを推進
　職員の働き方改革の具体的な内容は。
　「時間をかけて働くことがよい」とする古い美学を意
識改革する必要がある。ワーク・ライフ・バランスを
大事にしながら、家庭も「がんばれ」と言ってくれる
ような職場環境から、「いい仕事」が生まれてくる組織
文化に変えることが重要と考えている。
　先月から始まったプレミアムフライデーに呼応した
取り組みとして、従来から実施していた毎週水曜日の
ノー残業デーを、月末の金曜日にも拡充したところで
あり、今後とも定時退庁の促進に努めたい。

　市役所に「こども家庭部」を新設
　新たに「こども家庭部」を設置する組織改革の狙いと期待する効果は。
　現在、福祉保健部と教育委員会で所掌している子どもに関する事務を集約、再編することにより、
妊娠から青少年まで切れ目のない子育て支援体制の強化を図り、幼保の一元化、包括的な体制のもと
で、子ども・子育て支援の充実を図ることである。また、期待する効果としては、子どもを取り巻く
環境や市民ニーズを的確に把握し、スピード感をもって、柔軟に展開することができることである。
窓口業務を集約し、新たにキッズルームや授乳室を併設することにより、利便性の向上も図れると考
えている。

路面電車　南北接続イメージ

夜の富山市役所
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ご　挨　拶
　陽春の候、皆様におかれましては、健やかに
お過ごしのこととお慶び申し上げます。
　さて、市議会では、議会改革の一つとして今
年の３月定例会から、インターネットによる本
会議の生中継と録画中継の視聴をできるようし
ました。中継を視聴するには、富山市議会ホー
ムページを検索していただき、「本会議インター
ネット中継」を選び、「生中継を見る」又は「録
画の映像を見る」を選択していただくと視聴が
できます。
　また、ケーブルテレビでの視聴については、
来年３月定例会からの開始を目指して、必要な経費の見積もりや配信方式（生中継・録画中継）につ
いても、今後、検討していきたいと考えています。
　皆様からのご意見、ご要望をお待ちしております。

平成29年度　婦中地域　土木事業予定箇所一覧表
事業種別 路線名 事業内容 延　長

幹線市道
宮ヶ島添島線 擁壁工・水路工 60ｍ
田島鵜坂線 用地買収・補償・擁壁工 60ｍ
小長沢二本榎線 側溝工・盛土 60ｍ

交通安全施設 西本郷御門線外 道路反射鏡・防護柵 1式
河川水路整備 麦島排水路 水路工 20ｍ
急傾斜地崩壊防止対策 友坂地区 測量・調査 1式

生活道路

下轡田上轡田線 舗装工 100ｍ
下条小泉線 擁壁工 30ｍ
羽根新４号線 用地買収・舗装工 50ｍ
構西上線 擁壁工 25ｍ
上友坂２号線 側溝工 20ｍ
速星１０号線 側溝補修 34ｍ
長沢千里線 側溝補修 17ｍ
羽根蓮花寺線 側溝補修 50ｍ
速星萩島線 側溝補修 20ｍ
羽根新塚原線 側溝補修 13ｍ
速星萩島線 舗装補修 80ｍ
速星堀線 舗装補修 70ｍ
羽根蓮花寺線 舗装補修 110ｍ
鵜坂速星線 舗装補修 80ｍ
長沢下瀬線 歩道補修 20ｍ
速星塚原線 路肩補修 80ｍ
羽根富川線 分筆登記委託 1式

消雪対策
速星萩島線 配管工	　 200ｍ
砂子田上轡田線 測量設計 1式

道路維持修繕 婦中市道 区画線補修 4,000ｍ


